
新入社員が自社に定着するためには、以下の考え方や進め方を実践していくことが

重要です。 

1. オリエンテーションと研修を充実させる：新入社員が企業の文化や仕事に慣れる

ために、オリエンテーションや研修プログラムを充実させましょう。研修では、業務

スキルやコミュニケーション能力を身につける機会を提供します。 

2. メンターや先輩社員との関係構築：新入社員にメンターを割り当て、先輩社員との

コミュニケーションを促進しましょう。定期的なフィードバックや助言を受けること

で、新入社員は自信を持って仕事に取り組めるようになります。 

3. 社内コミュニケーションを大切にする：社内のコミュニケーションを活発にすること

で、新入社員が自社に馴染む手助けとなります。ランチタイムや社内イベントを通

じて、社員同士の交流を促進しましょう。 

4. 成長機会とキャリアパスを明確にする：新入社員に将来のキャリアパスや成長機

会を明確に示し、自己成長の意欲を高めましょう。定期的なキャリアカウンセリン

グや研修プログラムを提供することが望ましいです。 

5. 適切な評価とフィードバック：新入社員の業務遂行を適切に評価し、フィードバック

を行いましょう。目標達成度や成長を評価することで、自己成長意欲が向上し、定

着率が上がります。 

6. 労働環境の整備：働きやすい労働環境を整えることが、新入社員の定着に繋がり

ます。柔軟な労働時間制度や適切な労働負荷、福利厚生の充実などを検討しま

しょう。 

7. 社員の声を大切にする：新入社員からの意見や提案を積極的に受け入れ、社内

での改善や革新に取り組む姿勢を持ちましょう。新入社員が自分の意見が尊重さ

れる環境で働くことで、定着率が向上します。 

8. チームワークを重視する：チームワークを重視し、新入社員がチームの一員とし

て受け入れられるよう努めましょう。チーム内でのサポートや協力を促すことで、

新入社員が安心して仕事に取り組める環境を作ります。 

9. ワークライフバランスのサポート：新入社員が仕事とプライベートの両立ができる

環境を整えることで、定着率が向上します。休暇制度やテレワークなど、柔軟な働

き方をサポートしましょう。 

10. 定期的なフォローアップ：新入社員の定着状況を定期的に確認し、必要に応じて

フォローアップを行いましょう。状況に応じたサポートやアドバイスを提供すること

で、新入社員の不安や悩みを解消できます。 

これらの考え方や進め方を実践することで、新入社員が自社に定着し、組織全体の成長

に貢献できるようになります。社員一人ひとりが働きやすい環境を整え、継続的なサポー

トを提供することが重要です。 


